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					自社の象徴は分かりやすい形でプリントアウト

				
				
					会社のロゴマークを印刷したのぼり旗を店舗に設置すれば、

				    効果的に一般消費者へ存在感を伝えられます。

					のぼり旗の良いところは、一度制作して設置すれば後は自動的に自社のPRを実施してくれる点です。

			      他の方法に比べて費用対効果が良く、複数ののぼりを制作しても、経費は安価です。

					店舗の出入り口や駐車場など一般消費者の目に留まりやすい場所に設置するのが、とても効果的です。

					ロゴマークを印刷する高さですが、いわゆる人の目線の高さがベストとなります。

				    高すぎても低すぎても、目に留まり難いので、平均的な成人男女の目線の高さを予め想定して

				    デザイン案を考えたいところです。

					まずインパクトのあるロゴマークを目に留まらせ、そこから具体的なサービス名や

				    キャンペーン名を読ませるような工夫が正解です。

					印刷するサイズは基本的に自由ですが、強い印象を与えたい場合は

				    なるべく大きめにプリントアウトするのがお勧めです。

					遠くからのぼり旗を見た一般消費者の方でも分かりやすいビッグサイズがむしろ最適であり、

				    歩行者だけではなくバイクやドライバーの方々の目線にも留まりやすい視認性の良さが要ります。

					他のテキストや画像とのバランスを考慮する必要はありますが、自社のシンボルを

				    最も目立つサイズと位置に配置した方が良い印象を与えやすいです。

					カラーバランスを意識してのぼりデザインを考える

					自社のシンボルをプリントアウトする際、カラーバランスを意識したいところです。

				    のぼりの生地とマークの色味が上手く組み合わせる事で、見る人々に安心感やポジティブな印象を与えられます。

					どういったコンセプトでのぼり旗を設置したいか、という部分からカラーバランスを決めるのも良いやり方です。

					例えば、老舗としての風格や荘厳さをPRしたい場合であれば、のぼりの生地も

				    伝統的な雰囲気を醸し出せるものにしたいところです。

					藍色や濃い紫色などの生地にして、自社のマークはディープな生地色に

				    映える白や黄色などにすれば、視認性が良くなります。

					濃いのぼり生地に、濃い青色や深緑などの色でマークをプリントアウトすると、

				    遠くからの視認性が悪くなるので要注意です。

					反対に若者を意識してポップなのぼり旗を設置して新規顧客を開拓したい場合は、

				    黄色やピンクカラーの生地色にしましょう。

					さらにシンボルマークをプリントアウトする色も、蛍光色にするのがベストです。

				    発色の良いライトピンクやライトパープル、スカイブルーなどにすれば

				    若々しいイメージを醸し出せます。

					スイーツやタピオカドリンクの屋台や店舗など、若い女性を主要顧客とする企業の場合、

				    こういった派手とも言える意匠で会社のPRした方が宣伝効果が良くなります。
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2015/10/04集客に結びつく
				
2015/09/02定型サイズの種類
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